
平成 31 年 3月

美浜町津波に強いまちづくりの推進（防災・安全）
平成28年度　～　平成29年度　（2年間） 和歌山県、美浜町

避難困難地域の解消

津波避難に支障をきたす地域に津波避難場所を整備し、地域住民の安全を確保する。

（H28当初） （H28末） （H29末）
① 浜ノ瀬、田井畑、吉原地区における避難可能な人数の割合

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

事業終了後

ホームページに掲載

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ　基幹事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 H31 H32

1-A-1 都市防災 一般 美浜町 直接 252

合計 252

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 H31 H32

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 H31 H32

合計

番号 備考

1-C1-1 道路事業（1-A1-1）と一体的に観光案内情報板の運用効果を検証する。

1-C1-2

1-C1-3

1-C1-4

1-C1-5

1-C1-6

1-C2-1 港湾事業（1-A2-1）と一体的に旅客船の運航情報を提供する施設を設置し、利用者の利便性の向上を図る。

1-C2-2

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

道路事業（1-A1-1）と一体的に休日のオープンカフェ社会実験を実施し、賑わいの創出、観光客増加にどの程度資するかを検証する。

一体的に実施することにより期待される効果

道路事業（1-A1-1）における当計画の効率的・効果的な展開を図ることを目的として、中間評価を行うための交通調査（現地走行による港湾への到達時間調査）を実施する。

道路事業（1-A1-2）と一体的に利用者の交通安全教育・啓発活動を行い、事故の少ない安全・安心な環境を整備する。

道路事業（1-A1-3）と一体的に実施し、快適な道路空間の利用が可能となるように、道路清掃を行うＮＰＯ活動を支援する。

道路事業（1-A1-4）と一体的に主な施設を連絡するバスの停留所及び観光案内情報板を整備することで、島民や観光客の利便性の向上を図る。

港湾事業（1-A2-1）と一体的に旅客船岸壁周辺に照明灯を設置し、利用者の安全・安心を確保する。

番号 市町村名
全体事業費
（百万円）事業者 要素となる事業名 事業内容

番号
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）市町村名

事後評価（中間評価）の実施体制 事後評価（中間評価）の実施時期

完成したことで津波避難困難地域の解消 公表の方法

交付対象事業

全体事業費
（百万円）

美浜町

事業者 要素となる事業名 事業内容

津波避難場所整備（１箇所）美浜町

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

0 Ｃ 0
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

　　社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

38% － 100%

事業者 要素となる事業名 事業内容

Ｂ

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

全体事業費（百万円）
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
252 Ａ 252

市町村名

都市防災総合推進事業（浜ノ瀬・田井畑・吉原）

一体的に実施することにより期待される効果



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

・津波避難施設整備に伴い、避難困難地域の解消
Ⅰ定量的指標に関連する 　また、町内一斉避難訓練や地区の自主防災会による避難訓練の実施
　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 100%

Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値 100%

最終目標値

目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値

最終目標値

目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

地域住民の安全
確保



計画の名称 　美浜町津波に強いまちづくりの推進（防災・安全）
計画の期間 　平成２８年度～平成２９年度（２年間） 交付対象 　美浜町

1-A-1 

都市防災事業 


